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クラス概要 
A. 概要: 
このクラス（組織神学２）の目的は私たちの救い主であるイエス・キリストの神性と人間性ま

た受肉、死、復活、昇天というキリストの生涯における重要な点を正しく理解すること、聖霊に
関してその神性と働きについて十分な知識を持つこと、そして天使たちの存在とその分類、及び
働きに関する知識を身に付けることにあります。学生はクラスの内容だけでなく、いくつかの神
学書からこれらの項目に関する知識を身に付けることが要求されます。 

B. 具体的な学習目的: 
C. キリストの先在に関して聖書的または神学的証拠を提示することができる 

D. キリストの神性について説明することができる 

E. キリストが行った/行う神の御業を挙げることができる 

F. キリストの神性を攻撃する代表的な意見を挙げ、その主張を説明することができる 

G. キリストの人間性について聖書箇所を用いて正しく説明することができる 

H. 処女降誕に関してこの教理の重要性、内容、必要性を説明することができる 

I. 受肉に関する間違った見解を説明することができる 

J. 二性の結合を説明することができる 

K. 受肉の目的を挙げることができる 

L. キリストの死と復活において起こった出来事を挙げることができる 

M. キリストの死、復活、昇天の結果を挙げることができる 

N. 聖霊が人格を持っていることを説明することができる 

O. 聖霊の神性を証明することができる 

P. 旧約と新約時代における聖霊の働きの違いを説明することができる 

Q. 聖霊のバプテスマと聖霊の満たしについて説明することができる 

R. 天使の働きについて説明することができる 

S. サタンの誕生、性質、堕落に関して説明することができる 

T. 悪霊の誕生に関する異なる主張を理解し、それらについて説明することができる 

U. 課題: 
A. 課題図書を読む 

1. 『聖書の主要教理』フランシス・シェイファー著（78-99, 134-140 ページ） 
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2. 『組織神学』ヘンリー・シーセン著（315-336, 468-478 ページ） 

3. 『キリスト教神学 第三巻』ミラード・エリクソン著 （309-312, 314-333 ページ） 

B. テスト 

聖書を用いることは許可しますが、ノートや自分のまとめなどを参照して回答することはできま
せん。主が見ている前でテストを受けることをしっかりと覚え、不正をしないように試験を受け
ましょう。 

C. プロジェクト 

下記の課題リストから一つ選択し、聖書箇所や神学書などを用いて学んだことをレポートにして
ください（3ページ以上10ページ未満）。 

キリストの先在の証明 二性の結合 

キリストの神性の重要性 キリストの受肉とその必要性 

旧約時代と新約時代の聖霊の働き 聖霊の冒瀆と赦されない罪 

聖霊のバプテスマ 聖霊の満たし 

悪霊に憑かれるとは その他（要相談） 

 

D. クラススケジュール: 
Canvasのサイトを参照してください。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

キリスト論 
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I. キリストの先在 
A. 福音書の宣言 

1. 使徒ヨハネの証言（ヨハネ1:1-3） 

 

 

2. バプテスマのヨハネの証言（ヨハネ1:15） 

 

 

3. キリストの宣言 

a. ヨハネ8:58 

 

 

 

b. ヨハネ17:5 

 

 

 

c. ヨハネ6:62 

 

 

 

d. [マタイ 23:37] 

 

 

 

B. 書簡の宣言 

1. ピリピ2:6-7 
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2. コロサイ1:17 

 

3. エペソ1:4 

 

4. ガラテヤ4:4 

 

5. Ⅱテモテ1:9 

 

6. [Ⅱコリント8:9] 

 

7. [Ⅰコリント10:4, 9] 

 

 

C. 旧約聖書からの示唆 

1. キリストの栄光が目撃されている（イザヤ6:10） 

 

 

 

2. 受肉前のキリストが目撃されている 

a. 「不思議」という名の主の使い（士師13:18） 

 

b. 神として語りかける主の使い（創世記16:10-13） 

 

c. 神と同義で言い表される神の使い（創世記48.15-16; イザヤ 63:7-9） 

 

d. モーセが礼拝した主の使い（出エジプト3:1-5) 

 

e. ヨシュアが礼拝した主の使い（ヨシュア5:14-15） 
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D. イエスの神性に基づく証拠 

1. 自存性（ヨハネ5:26; 1:4） 

 

2. 不変性（ヘブル13:8） 

 

3. 永遠性（ヘブル1:8, 11, 12; コロサイ1:17） 
 

 

 

 

 

  
キリストの先在を疑う根拠はどこにもない。神であるキリストは永遠に存

在しておられ、受肉前にもその働きを聖書の中に見ることができる。 
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II. キリストの神性 
 
 
 

A. 神の呼称がキリストに用いられる 

1. キリスト自身が神の名を自分に適用/受諾する 

 

2. キリストに適用される神の名 

a. ヨハネ1:1 

b. ヨハネ1:18 

c. ルカ2:11 

d. 使徒10:36 

e. ローマ9:5 

f. テトス2:13 

g. ヘブル1:8 

h. Ⅱペテロ3:2 

i. Ⅰコリント2:8（参照:詩篇 24:8-10） 

j. 使徒3:14（参照:ホセア11:9; イザヤ 48:17） 

k. 黙示録1:17; 2:8（参照:イザヤ44:6; 48:12-16） 

l. 黙示録19:16; Ⅰテモテ6:14-15 

m. Ⅰヨハネ5:20 

n. ピリピ2:10（参照:イザヤ45:23） 

 

3. 『主』という呼称 

 

4. 『神の御子』という呼称 

a. 『神の御子』の意味 

 

b. 関連する表現の意味 

 

キリストの神性はいくつかの聖句によって証明されるようなものではなく、新約聖書の

根幹に織り込まれている教理である。 
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c. キリストが神を『父』と呼ぶことの特別な意味合い 

 
 

 

B. 「キリストが神である」と認めた者たち 

1. 父なる神（マルコ1:11） 

2. 百人隊長（マルコ15:39） 

3. 悪霊（マタイ8:29; マルコ 3:11） 

4. イエス（ヨハネ10:36） 

5. バプテスマのヨハネ（ヨハネ1:34） 

6. サタン（マタイ4:3, 6） 

7. 天使（ルカ1:35） 

8. ペテロ（マタイ16:16） 

9. トマス（ヨハネ20:28） 

 

C. キリストが持っている神の属性 

1. 伝達不可能な属性 

a. 遍在（マタイ18:20; 28:20） 

b. 自存（ヨハネ1:4; 5:26; 使徒 3:15） 

c. 全知（ヨハネ2:24-25; 6:64; コロサイ2:3） 

d. 永遠（Ⅰヨハネ5:11） 

e. 不変（ヘブル1:10-12; 13:8） 

f. 全能（ピリピ3:20-21） 

g. 不可知（エペソ3:8, 19） 

2. 伝達可能な属性 

a. 聖（ルカ1:35; 使徒 3:14） 

b. 真実（黙示録3:7;19:11） 

c. 愛（Ⅰヨハネ3:16） 

d. 義（Ⅱテモテ4:8; Ⅰヨハネ2:1） 

e. あわれみ（ユダ21; ヤコブ 5:8, 11） 

 

確かに私たちもキリストと同じように神を

『父』と呼ぶが、私たちの場合とキリストの

場合ではそこにある意味合いが大きく違う。 
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D. キリストが行った神の御業 

1. キリストは全てを創造し、全てを保っている（コロサイ1:16-17; ヘブル 1:2-3） 

 

2. キリストは罪を赦す（コロサイ3:13; マルコ 2:5-12; 参照:イザヤ43:25; 詩篇 51:4） 

 

3. キリストは永遠のいのちを与える（ヨハネ10:28） 

 

4. キリストは祈りを聞き、答える（ヨハネ14:14; 使徒 7:59） 

 

5. キリストは死者を甦らせる（ヨハネ5:21, 28-29; 11:24-25） 

 

6. キリストは世の審判者である（使徒10:42; 17:31） 

 

7. キリストは教会を建て、守る方である（エペソ4:7-16; マタイ 16:18） 

 

E. キリストの宣言 

1. 律法などに対する完全な権威 

 

 

 

2. 信仰の対象 

 

 

3. どのような人間関係よりも優先されるべき存在 

 

 

4. 人の霊的な必要を満たす存在 
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F. 礼拝の受諾 

1. 天使や人は礼拝を受け入れない 

 

 

2. キリストは礼拝の対象となることを拒まない 

 

 

3. 父なる神が御子に対する礼拝を命じている（ヘブル1:6） 

 

4. 天の万軍が御子を礼拝する（黙示録5:8-14） 

 

5. 全ての者が主を礼拝する（ピリピ2:10-11） 

 

 

G. 間接的証明 
 
1. ルカ7:37-38, 44-48 

 

 

2. ヨハネ14:28 

 

 

3. ヨハネ19:37; ゼカリヤ12:10 

 

 

4. Ⅰテモテ1:13 

 

預言者は自分たちの権威を否定し「主の御告

げ」と言って預言をしたが、イエスは自らの権威を

強調し「まことに、まことにあなたがたに告げます」

と語ったが、イエスは自らの言葉を神のことばと同

等のものとして語っていた 。   （参照 :マ タイ

5:18&24:35） 
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5. キリストに対する態度が神に対する態度を現している 

a. キリストを知ることは神を知ることである（ヨハネ8:19; 14:7） 

b. キリストを見ることは神を見ることである（ヨハネ12:45; 14:9） 

c. キリストを信じることは神を信じることである（ヨハネ12:44; 14:1） 

d. キリストを憎むことは神を憎むことである（ヨハネ15:23） 

e. キリストを尊ぶことは神を尊ぶことである（ヨハネ15:25） 

f. キリストを受け入れることは神を受け入れることである（マルコ9:37） 

 

H. キリストの神性に対する攻撃 

1. アリウス主義: 
キリストは最初のそして最も偉大な被造物であるが、神ではない。神と似た本質を

持っているが神と同じ本質ではない。 

 

2. ソチニ主義: 
キリストは最高の人間であり（それゆえに被造物であり）、彼の完全な従順のゆえ

に神の性質を分かつ者とされ、礼拝の対象となった。 

 

3. ユニテリアン主義: 
キリストは偉大な、善なる人間で、神との親しい交わりのうちに生きた人物であ

る。彼は尊敬され、模範となる人物であるが、礼拝の対象ではない。 

 

 

 

 

  

霊的な目が開かれていないこの世は、聖書の示す

イエス・キリストを受け入れることができない 
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III. キリストの人間性 
A. 聖書の宣言 

 

 

 

 

 

B. キリストは人間としての特徴を持っていた 

1. 誕生 

受胎は奇蹟的なものであったが、誕生のプロセスはあらゆる面で一般的なものであ
った。羊飼いたちは飼い葉桶に寝かされていた実際の新生児を目にしたのである。 

2. 成長 

聖書ははっきりとイエスが人間として肉体的にも、精神的にも、社会的にも、そし
て霊的にも成長したことを記している（ルカ2:40, 52）。 

3. 血統 

マタイとルカに記される家系図は、イエスがアブラハムとダビデに約束された王座
に着く正統な権利を持つ者であることを証明し、人間としてのその血筋がアダムにま
でさかのぼることを教えている。イエスには異父弟妹があり、家族との関係を持って
いた 

4. 容姿 

イエスが人間以外の容姿をしていたことを福音書は提示しない。イエスはどこから
見ても人としての姿を持っていた。 

5. 体験 

イエスは空腹や渇きを覚え、疲れて眠り、悲しみ、泣いた。特定の人々に特別な愛
を持ち、激しい葛藤の時に人間的な慰めと励ましを求めた。 

6. 霊的生涯 

イエスは人としてあらゆる試練を経験し、父なる神との間に祈りに基づく関係を築
いていた。 

 

 

 

キリストは神の御姿である方なのに、神のあり方を捨てられないとは考えず、ご自分を無

にして、 仕える者の姿をとり、 人間と同じようになられました。 人としての性質をもって現

れ[ました]。 ピリピ 2:6,7 
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IV. キリストの受肉と処女降誕 
A. 贖い主の約束（創世記3:15） 

 

 

B. 贖い主の血統 

1. 女の子孫（創世記3:15） 

 

2. アブラハムの家族（創世記12:3） 

 

3. イサク（創世記17:21） 

 

4. ヤコブ＝イスラエル（創世記28:14; 32:28） 

 

5. ユダ（創世記49:10） 

 

6. ダビデ（Ⅱサムエル7:12, 13） 

 

C. 降誕に関する預言とその成就 

1. 具体的な年代（ダニエル9:25, 26） 

 

2. 誕生の場所（ミカ5:2） 

 

3. 処女降誕（イザヤ7:14） 

 

4. 預言の成就（ルカ1:26, 27 参照:マタイ1:18-23） 
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D. 降誕に関する表現 

1. ヨハネ1:14 

2. ヨハネ3:13 

3. ヨハネ3:17 

4. ヨハネ6:51 

5. ローマ1:3 

6. ガラテヤ4:4 

7. ヘブル2:14 

8. Ⅰテモテ1:15 

 

E. 処女降誕に関する詳細事項 

1. 教理の重要性 

 

 

 

2. 教理の起源 

 
 
 

3. 教理の内容 

 

 

4. カトリック教会が持つ間違ったマリア観 

 

 

5. 処女降誕に関する聖書の内的証明 

a. 創世記3:15 

 

b. イザヤ7:14 
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c. マタイ1:18-25 

 

d. マタイ1:16 

 

e. ルカ1:26-38 

 

f. ガラテヤ4:4 

 

6. 処女降誕の必要性 

a. 預言の成就 

 

b. エコヌヤの呪い 

 

c. 罪のない人の必要性 

(1) 人でなければ祭司になれない（申命記18:15） 

 

(2) 全ての人はアダムの罪を持っている 

 

(3) 処女降誕だけがキリストが罪に汚されることなく人となることを可能にする 

 

d. キリストの神性 

 

 

7. 処女降誕に反する意見 

a. 超自然的誕生の否定 

 

b. マルコ、ヨハネ、パウロの沈黙 
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V. 二性の結合 
A. 受肉に関する間違った見解 

1. アポリナリス主義 

紀元361年頃、ラオデキヤの監督になったアポリナスは、キリストが人間の体を持
つが人間の心や魂を持たず、代わりに神の御子の性質が心と霊を占めていたと説いた 

2. ネストリウス主義 

ネストリウスは紀元428年頃からコンスタンチノープルの監督となった、高名な説
教者である。彼はキリストの内には人と神の二人が存在すると説いた。 

3. ユウテュケス主義 

紀元378ー454年頃存命していたコンスタンチノープルの修道院のリーダー、ユウ
テュケスが取った立場は、ネストリウスの取った立場とは反対の位置にある。彼は二
つではなく一つの性質だけが存在し、人としての性質と神としての性質は一つに混ぜ
合わされ（もしくは第三の性質を構成し）、キリストのうちに見ることができると説
いた。 

 

B. カルケドン信条に見る二性の結合 

1. 宣言: 

 

彼は、唯一・同一のキリスト、主、ひとり子として、二つの本性において混ぜ合わ

されることなく、変化することなく、分割されることなく、引き離されることなく知ら

れるかたである 

ロゴス 

ことばが 

なる ピリピ 2:6-8 

100% 
神 

100% 
人 

伝達可能な属性 

永遠に存在する「ことば」が
神であり人であるキリストの
実存である 

人（ヨハネ 1:14） 
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2. 解説 

a. キリストは二つの性質を持っている  

永遠に存在する神の子キリストは、神としての性質を失うことなく完全に人とな
られた。それゆえキリストには人としての性質と神としての性質の両方が同時にあ
る。 
 

b. キリストの神としての性質は父なる神と全く同じものである 

キリストは受肉の際に神性の一部をなくしたわけでも、人間性を持つ事によって
変化したわけでもない。 
 

c. キリストの人間としての性質は全ての人と全く同じものである 

キリストの人間性は、罪がないことを除けば私たちの持っている人間としての性
質と全く同じものである。 
 

d. キリストという一存在において神としての性質と人としての性質は決して混じるこ
となく永遠に一つに結合されている 

 

 

3. 結合の結果 

a. 神にしかできないことを人であるイエスが行った 

 

 

 

b. 人にしかできないことを神であるイエスが行った 

 

 

 

C. 受肉の目的 

1. 神の愛を示すため 
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2. 神を人に示すため 

 

 

3. 真の人の姿を示すため 

 

 

4. 悪を滅ぼすため 

 

 

5. 大祭司、仲介者となるため 

 

 

6. 神の約束を成就するため 
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VI. キリストの死・復活・昇天 
A. 聖書の言及 

1. 旧約聖書の預言 

a. 死に関する預言 -- 詩篇 22:1-31; ダニエル9:24-26; ゼカリヤ4:12-13 

 

b. 復活に関する預言 -- 詩篇 16:10 (使徒 2:25-31); 詩篇 2:7 (使徒 13:33-37) 

 

c. 昇天に関する預言 -- 詩篇 68:18 (エペソ 4:8); 詩篇 110:1 (使徒 2:34) 

 

d. 全てを含む預言 -- イザヤ 52:13-53:12 

 

2. キリストご自身の預言 

a. 死と復活に関して 

• マタイ16:21 

• マタイ17:9 

• マタイ17:22 

• マタイ20:17-19 

• マタイ26:32 

• ヨハネ2:19-22 

 

b. 昇天に関して 

• ヨハネ7:33-36 

• ヨハネ8:21 

• ヨハネ14:28-29 

• ヨハネ16:5-7 

 

3. 証人による実証 

a. 天使（マタイ28:5-6; ルカ 24:5） 
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b. エマオ途上の弟子（ルカ24:33-35） 

 

c. 500人の弟子（Ⅰコリント15:4-8） 

 

d. ペテロ（使徒2:32; 3:15） 

 

e. ステパノ（使徒7:54-56） 

 

f. ピラト（マルコ15:42-45） 

 

g. イエス（黙示録1:18） 

 

4. 旧約聖書における型 

a. 死 -- いけにえのシステム（ヘブル9-10 など） 

 

b. 復活 -- 魚に飲まれたヨナ（マタイ12:38-40） 
   -- イサクをささげるアブラハム（創世記22; ヘブル 11:17-19） 

 

5. 使徒たちのメッセージ 

 

 

 

B. キリストの死によって起こった出来事 

1. 神との隔絶（マタイ27:46） 

説明することが困難な出来事がキリストの死において起こった。三位一体の神が持
っていた永遠の関係においてこれまで起こったことがなかった出来事̶父が子を捨て
る̶が起こったのだ。 

 

2. 肉体と霊の分離（マタイ27:50） 
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3. みがわりの死 

• イザヤ53:4-12 

• Ⅱコリント5:21 

• Ⅰペテロ2:24 

• ガラテヤ3:13 

• マタイ20:28 

 
 

4. 一度だけの繰り返されることのない出来事 

 

 

 

C. キリストの復活によって起こった出来事 

1. 霊と肉体の再結合 

 

2. 肉体的復活 

 

3. 三位一体の神によって成された御業 

• 父なる神 -- ガラテヤ1:1; 使徒 2:24; 3:15; Ⅰコリント6:14; エペソ 1:20 

• 聖霊なる神 -- ローマ 8:11; Ⅰペテロ3:18 

• 子なる神 -- ヨハネ 2:19; 10:17-18; エペソ 5:2 

 

4. 再び死を経験しない最初の復活 

• コロサイ1:18 

• 使徒26:23 

• Ⅰコリント15:20 

 

5. 今の肉体とは違う肉体 
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D. キリストの昇天によって起こった出来事 

 

 

 

E. キリストの死の結果 

1. 信徒と世に対して 

 

2. サタンと悪霊たちに対して 

 

 

3. 父なる神に関して 

 

 

4. キリストご自身に関して 

 

 

F. キリストの復活の結果 

1. 旧約の父祖に与えた約束の成就（使徒13:32-37） 

 

2. 御子であることの決定的な証明（ローマ1:4） 

 

3. キリストの贖罪の業を立証する（ローマ4:25; Ⅰコリント15:14-19） 

 

4. 信徒の復活と栄光の体の授与の保証（Ⅰコリント15:20-21; ピリピ 3:20-21） 

 

5. 世の裁きが起こることの保証（使徒17:31; 24:24; ヨハネ 5:28-29） 
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G. キリストの昇天の結果 

1. 最初の来臨の終わりを告げた 

 

 

2. 大祭司としての働きが始まった（ヘブル8:1-4; 7:26） 

 

 

3. キリストの卓越性を確立した（コロサイ1:15-20; エペソ 1:20-21; 使徒 2:36） 

 

 

4. 聖霊を通して天からなされれる働きが始まった 

 

 

5. 信徒に弁護者が与えられているのを保証する（Ⅰヨハネ2:1; ヘブル 4:14-16; 9:24） 

 

 

6. 全ての敵に対する勝利を保証する（使徒2:33-34) 

 

 

7. キリストの再臨を保証する（使徒 1:11） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖霊論 
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I. 聖霊という名称に関して 
A. 「霊」という言葉の意味 

1. 原語における意味 

 

2. 強調されている概念 

 

B. 「聖」という言葉の強調点 

 
C. その他の呼称 

1. 聖い御霊（ローマ1:4） 

2. 真理の御霊（ヨハネ14:17） 

3. いのちの御霊（ローマ8:2） 

4. 恵みの御霊（ヘブル10:29） 

 

II. 聖霊の人格 
A. 聖霊は単なる「力」ではない 

 

 

B. 人格を持つ存在としての呼称 
 

1. パラクレトス 

 

2. 三人称固有名詞 

 

C. 人格を持つ存在としての特徴 

1. 知性 

a. 教える（ヨハネ14:26） 

 



組織神学Ⅱ 聖霊論 

24 

b. 探り、知る（ローマ8:26-27; Ⅰコリント2:10-11） 

 

2. 意志 

a. Ⅰコリント12:11 

 

b. ローマ8:27 

 

3. 感受性 

a. ローマ15:30 

 

b. ヤコブ4:5 

 

D. 人格を持つ存在としての行動 

 

 

E. 他者との関係 

1. 父なる神と子なる神との関係 

• マタイ28:19 

• Ⅱコリント13:14 

• Ⅰペテロ1:2 

• ユダ20-21 

• マタイ3:16 

 

2. 使徒たちとの関係（使徒15:28） 

 

3. キリストとの関係（ヨハネ14:16） 

 

F. その他の証明 

1. 聖霊を痛め、悲しませることができる（イザヤ63:10; エペソ 4:30） 
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2. 聖霊を冒瀆することができる（マタイ12:31） 

 

3. 聖霊に逆らうことができる（使徒7:51） 

 

4. 聖霊に偽ることができる（使徒5:3-4） 

 

5. 聖霊を侮ることができる（ヘブル10:29） 

 

III. 聖霊の神性 
A. 神の名が聖霊に用いられている 

1. 聖霊は神と呼ばれている（使徒5:3-4; Ⅱコリント3:17-18; Ⅰコリント12:4-6） 

 

2. 旧約で神の働きとして記されていることが新約で聖霊の働きとして記されている 

a. 出エジプト17:7（詩篇95:7-11） -- ヘブル 3:7-9 

 

b. エレミヤ31:31-33 -- ヘブル 10:15-16 

 

c. イザヤ6:9 -- 使徒 28:25 

 

B. 神の属性が聖霊に用いられている 

1. 永遠性（ヘブル10:14） 

2. 遍在性（詩篇139:7-10） 

3. 全能性（ルカ1:35） 

4. 全知性（Ⅰコリント12:11; 2:11） 

 

C. 神の働きが聖霊の働きとして記されている 

1. 創造（創世記1:2） 
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2. 新生（ヨハネ3:5-6） 

 

3. 復活（ローマ1:4; 9:11） 

 

4. 悪霊に対する権威（マタイ12:28） 

 

D. 三位格の同等性を示す箇所 

1. マタイ28:19 

 

2. Ⅱコリント13:13 

 

IV. 聖霊の働き 
A. 創造 

 

B. 聖書に関連する働き 

1. 執筆（Ⅱペテロ1:21:参照 Ⅰペテロ1:11; Ⅱサムエル23:1‒2） 

 
 

2. 照明（Ⅰコリント2:12, 14; Ⅱペテロ1:20; ヨハネ 16:13） 

 

 

3. みことばの働きと聖霊の働きの類似性 

a. ヤコブ1:18 

b. Ⅰヨハネ1:10, 20, 2:14 

c. エペソ6:17 

d. ヘブル4:12‒13 

e. ヨハネ15:3 

f. ヨハネ17:17 

 

信じるとは、キリストに関する「みことばの証言」

を受け入れ、その証言が真実であるということを

「聖霊の働き」によって信じ込むことである 
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4. 人には聖書の教えが真理であることの確信が必要である 

 

5. 注意点:照明は啓示ではない 

 

C. キリストに対する働き 

1. 受胎（ルカ1:35; マタイ 1:18‒21） 

2. 成長（ルカ2:40; ヘブル 10:5） 

3. バプテスマにおいて（マタイ3:16） 

4. 荒野での誘惑において（ルカ4:1-2） 

5. 働きにおいて（ルカ4:14; ヨハネ 3:34） 

6. キリストの証人（ヨハネ15:26） 

7. キリストの栄光を示す（ヨハネ16:14） 

8. キリストの死において（ヘブル9:14） 

9. 復活（ローマ1:4; 8:11） 

 

D. 旧約時代における聖霊の働き 

1. 創世記からマラキ書に至るまで、聖霊は活発に働きをなしていた 

 

2. 聖霊は人の内で働いていた（創世記6:3） 

 

3. 聖霊はイスラエルの民の内で働いていた（ネヘミヤ9:30; 使徒 7:51） 

 

4. 聖霊は特定の聖徒の内に宿っておられた 

 

5. 聖霊は特定の聖徒の上に下ってこられた 

 

E. 教会時代の信徒に対する働き 

1. 聖霊は人の罪を責める（ヨハネ16:8, 9） 
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2. 新生をもたらす（ヨハネ3:3） 

 

3. 聖徒に証印を押す（エペソ1:13; 4:30） 

 

4. 贖いを保証する（エペソ1:14; Ⅱコリント1:22） 

 

5. 聖徒の内に内住する（ローマ8:9‒11; Ⅰコリント3:16:参照 6:19） 

a. 聖霊の内住はキリストの約束である（ヨハネ14:16‒17; 23） 

 

 

b. 聖霊の内住は救いを証明する（ローマ8:9; ユダ 19） 

 

c. 聖霊は神に従う者に与えられている（使徒5:32） 

 

6. 聖霊のバプテスマ（付録１参照） 

a. 正しい表現 

 

b. 理解の鍵となる箇所（Ⅰコリント12:13） 

 

 

7. 聖霊の満たし 

a. ルカと使徒の働きに見る二種類の満たし 

(1) 「ピンプレミ」で表現される満たし（ルカ 1:15, 41, 67; 使徒 2:4; 4:8, 31; 
9:17; 13:9） 

 

 

 

(2) 「プレレス／プレロオー」で表現される満たし（ルカ 4:1; 使徒 6:3, 5; 7:55; 
11:24; 13:52） 
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b. 聖霊の継続的働き 

 

 

c. 鍵となる箇所（エペソ5:18） 

 
 

8. 聖徒を導く（使徒8:39; 13:2-4; 16:6-10） 

 

 

V. 聖霊の賜物 
A. 御霊の賜物とは何か 

1. 御霊の賜物は、救われた時にすべての信徒に与えられる神から与えられる賜物である 

 

 

2. 御霊の賜物は、祈り求めるものではない 

 

 

3. 御霊の賜物は、個人の益のために与えられているのではなく、教会の益のために与え
られている 

 

 

B. 御霊の賜物の分類と内容 

1. 啓示的賜物 

啓示的賜物は教会を形成し、成長させるのを助けた重要な賜物であり、神からの直
接的啓示を人々に伝え、これまで示されていなかった真理を解き明かすために用いら
れた賜物であった。 
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a. 使徒の賜物 

 

b. 預言の賜物 

 
 

c. 霊を見分ける賜物 

 
 

d. 知恵の賜物 

 
 

e. 知識の賜物 

 

2. 証明的賜物 

証明的賜物はメッセージまたはメッセンジャーが確かに神からのものであることを
聞く人々に証明するために与えられていた賜物である。これらは、「力、不思議、し
るし」という表現で説明され、神の力によってのみ起こる超自然的な出来事で
（力）、これを見た人々によって奇蹟であると疑いなく認識される（不思議）、 ある
特定のことを証明するために与えられた賜物である。 

 

a. 信仰の賜物 

 
 

b. いやしの賜物 

 
 

c. 奇蹟の賜物 

 

d. 異言の賜物 

 

e. 異言の解き明かしの賜物 
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3. 語る賜物 

最初の２つのグループに属する賜物は、教会の幼年期に必要不可欠なものであった
が、残りの２つは、キリストの再臨の時まで成長し続ける教会にとって重要なもので
ある。語る賜物として４つの賜物があげられている。これら４つはすべて、特別啓示
（聖書）にその内容の基盤をおいている。 

 

a. 伝道の賜物 

 

b. 教える賜物 

 
 

c. 養う賜物 

 
 

d. 勧める賜物 

 

4. 助ける賜物 

教会における様々な働きを成し遂げていくために、聖霊は具体的に教会を助ける賜
物を人々に与えている。これらの賜物が実際に教会の中で用いられていなければ、教
会は健康な状態を保つことはできない。 

 

a. 仕える賜物 

 
 

b. あわれむ賜物 

 

c. 与える賜物 

 
 

d. 治める賜物 
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C. まとめ 

1. すべての信徒に賜物が与えられている 

 

2. 神からの直接的啓示の終了とともに、特定の賜物の役割が終了した 

 

3. 現存する賜物は、すべての信徒が実践するように命じられているものでもある 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

天使論 
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I. 天使に関する概観 
A. 呼称 

1. 天使 

2. 天の軍勢/万軍（ネヘミヤ9:6; Ⅰ列王 22:19） 

3. 神の子（ヨブ1:6; 38:7） 

4. 明けの星々（ヨブ38:7） 

5. 見張りの者（ダニエル４:13, 17, 23） 

6. 仕える霊（ヘブル１:１４) 

 

B. 性質と属性 

1. 天使は霊的存在である 

 

 

2. 天使は被造物である 

 

 

3. 同時に、おびただしい数の天使たちが造られた 

 

 

4. 天使は人よりも高い存在である 

 

 

 

C. 天使の区分 

1. 天使には階級がある（コロサイ1:16; エペソ 6:12） 
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2. 最高の地位にある天使 

ミカエルはユダ 9 節で「御使いのかしら」と呼ばれ、ダニエル 12:1 では「大いな
る君」と呼ばれている。「御使いのかしら」と呼ばれるのはミカエルだけであるがゆ
えに、唯一ミカエルだけがこの地位を有していると考えることができる。 

ミカエルはイスラエルの保護者としての務めを担っている（参照:ダニエル
10:21）。ミカエルは何人か存在する「第一の君」と呼ばれる天使の一人であり、神
の天使たちの中でも最も高い地位を占める存在である。「天にある支配」（エペソ
3:10）と呼ばれる者たちが存在するのは聖書が記すところだが、その詳細については
記載されていない。 

 

3. 特筆すべき天使たち 

a. ミカエル（ダニエル10:13; 12:1; ユダ 9） 

 

 

b. ガブリエル（ダニエル9:21; ルカ 1:26） 

 

 

c. ルシファー（イザヤ14:12） 

 

 

4. 神に付き添う天使たち 

a. ケルビム 

 

 

 

 

b. セラフィム 
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D. 天使の働き 

1. 神に対する働き 

2. キリストに対する働き 

a. キリストの降誕を宣言する（ルカ1:26-38） 

 

b. キリストを守る（マタイ2:13） 

 

c. キリストの必要を満たす（マタイ4:11） 

 

d. キリストを力づける（ルカ22:43） 

 

e. キリストの復活を告げる（マタイ28:5-7; マルコ 16:6-7; ルカ 24:4-7; ヨハネ
20:12-13) 

 

f. キリストの昇天に立ち会った（使徒1:10-11） 

 

g. キリストの再臨に同行する（マタイ25:31） 

 

3. 信徒に対する働き 

a. 物理的防護 

 

b. 食料の供給 

 

c. 励まし 

 

d. 導き 

 

4. 未信者に対する働き 
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II. サタンに関する概観 
A. 存在の証明 

1. 旧約聖書からの証明 

 

 

2. 新約聖書からの証明 

 

 

B. 人格を持った存在 

1. サタンは知性を持っている 

 

2. サタンは感情を持っている 

 

3. サタンは意志を持っている 

 

4. サタンは人格を持った存在として行動する 

 

 

C. サタンの誕生と性質 

1. サタンは被造物である 

 

2. サタンは天使である 

 

3. サタンは権威を持っている 

 

4. サタンは良い存在として創造された 
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D. サタンの堕落 
 

 

 

E. サタンの経歴 
 

1. 無垢期 -- 創造から堕落 

 

 

2. 現在 -- 人の堕落から艱難時代の終わり 

 

 

3. 地上にいる時期 -- 艱難時代中盤から底知れぬ所に入れられるまで 

 

 

4. 底知れぬ所にいる時期 -- 千年間（解放されるまで） 

 

 

5. 解放される期間 -- 千年たった後白い御座の裁きまで 

 

 

6. 燃える火の池にいる期間 -- 永遠 

 

 

III. 悪霊に関する概観 
A. 存在の証明 

1. 旧約聖書からの証明 

新約聖書からの証明 
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B. 悪霊の誕生に関する諸説 

1. 死んでしまった悪者たちの霊 

 

2. アダム以前に創造された時代の人々の霊 

 

3. 天使と女性の子孫 

 

4. 堕落した天使 

 

 

C. 悪霊の特徴 

1. 悪霊は霊的存在である 

 

2. 悪霊は遍在ではない 

 

3. 悪霊は全知ではない 

 

4. 悪霊は全能ではない 

 

 

D. 悪霊の活動 

1. 悪霊は病をもたらす 

 

 

 

2. 悪霊は思考/精神に影響を与える 
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3. 悪霊は人を欺す 

 

 

 

4. 悪霊は国を欺す 

 

 

 

5. 悪霊に憑かれることに関して 

 

 

 

E. 悪霊の裁き 

1. 十字架によって悪霊の力は打ち破られた 

 

 

2. 最終的な裁きはすでに宣告されている 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録 
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聖霊のバプテスマ 
 

聖霊のバプテスマに関する教理はカリスマ派にとって最も中心的な教えの一つである。特にペ
ンテコステ派に属する者たちにとって、聖霊のバプテスマは教団の存在を左右するほど重要な教
理になっている。著名な神学者であるシェイファー師は聖霊のバプテスマに関して「御霊に関す
る教理の中で、御霊のバプテスマほど多くの混乱を生み出したものは他にないであろう1」と言っ
ている。それゆえに、聖霊のバプテスマとはいったい何なのかを私たちが正しく理解することは
とても大切なことなのである。 

I. カリスマ派的聖霊のバプテスマ 
A. 聖霊のバプテスマとは（定義） 

あるペンテコステ派の神学者は、聖霊のバプテスマを「聖霊が力ある業をされる最初の
体験であり、これによって聖霊の油注ぎを継続的に受ける生涯を送ることができるようにな
るのである2」と定義する。この定義の中に秘められている意味は、聖霊のバプテスマを受
けることによってのみ、このような特徴の（それがどのようなものであれ）生涯を送ること
ができるというものである。カリスマ派（特にペンテコステ派）の中で聖霊のバプテスマに
関して基本的に教えられていることを、次の３つにまとめることができる。 

★ クリスチャンが救いの時に受けるものに加え、さらに重要なものを付け加える。 

★ バプテスマのしるしとして、異言やその他のカリスマ的賜物が与えられる。 

★ 聖霊のバプテスマは人の生涯の中でおこる神の不思議な力をすべて知りたいクリスチ
ャンにとって絶対に必要なものである3。 

ペンテコステ派の教理において聖霊のバプテスマは、救いとは明らかに区分されている
ものである。ゴードン・フィー師があげるようにペンテコステ派が持っていた二つの大きな
特徴というものは、「①キリスト者には、救いの体験とは区別され、それに続いて起こる聖
霊のバプテスマがあるとする継起の教理と、（中略）②聖霊のバプテスマの最初の物的な証
拠としての異言の教理4」である。これに対して近年のカリスマ派（特に第３の波）は、ペ
ンテコステ派が強調してきた「継起の教理5」を同じように強調しない。第三の波では、聖
霊のバプテスマは救いと同時に起こり、それと同時、またはその後に聖霊の強力な満たしを
体感することによって、カリスマ的賜物を用いるようになると説明する。彼らはまた異言が
聖霊のバプテスマを受けた証拠であると言っているペンテコステ派と異なり6、異言が聖霊

                                                
1 ルイス・ペリー・シェイファー著／ジョン・Ｆ・ウォルヴォード改訂『聖書の主要教理』聖書図書刊行会、一九八五年、一四二頁。 

2 Douglas A. Oss, “A Pentecostal/Charismatic View,” in Are Miraculous Gifts for Today?  Four Views. ed. Wayne Grudem (Grand Rapids, MI: Zondervan Publishing House, 1996), 
243. 

3 参照::ジョン・Ｆ・マッカーサーJr.著／櫻井圀郎訳, 『混迷の中のキリスト教』日本長老教会文書出版委員会、一九九七年、百六十四頁 

4 同上、百六十三—百六十四頁。 

5 「ある時点で救いを得て、後に聖霊のバプテスマを受けるという概念」（同上、百六十三頁）。 

6 「世界ペンテコステ会議の前会長のトマス・ジマーマンは、『異言をともなった聖霊のバプテスマを強調することこそ、ペンテコステ運動の中心である』と述べて

います」（高木慶太、テモテ・シスク『今日における奇蹟・いやし・預言』いのちのことば社、一九九六年、十七頁）。 
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のバプテスマを受けた決定的あるいは唯一の証拠であるとは考えない。こうした違いはある
が、どちらも聖霊のバプテスマは特別な賜物を用いることができるようになり、よりすばら
しいクリスチャン生活を送るために必要な体験であることを強調している。 

B. 聖霊のバプテスマに関する記事のカリスマ的解釈 

カリスマ派の神学者また教師達は、彼らの定義が聖書から導き出される教えに則したも
のであると訴える。彼らがもっともよく訴える箇所は下記の聖書箇所である。 

1. 使徒の働き2:1‒4 

聖霊を受けた弟子たちがすでに救われていたことは明白である。彼らは、キリスト
がこの世のものではないのと同じように、この世のものではなく（ヨハネ 17:14）、
彼らの名は天に示され（ルカ 10:20）、霊的にきよいものであり、（ヨハネ 15:3）、
ぶどうの木につながっている枝とキリストに見られていた（ヨハネ 15:4‒5）。しか
し、彼らは聖霊のバプテスマを受けていなかった。救われていた弟子達が、聖霊のバ
プテスマを受けることによって、異言を語り、神のみことばを大胆に証するものとな
ったと彼らは説明する。 

2. 使徒の働き8:14‒17 

サマリヤの人々はペテロたちが来る前にすでに信じていた。しかし使徒たちが来て
手を置くことによって初めて、聖霊のバプテスマを受ける。ここではっきりと聖霊の
バプテスマが救いと区分されていると彼らは説明する。 

3. 使徒の働き10:44‒48 

新生の後に聖霊のバプテスマが起こることはルールとして見なければいけない。し
かし、まれにこのふたつが同時に起こるケースがある。ただ、同時に起こるからと言
って、この２つが同じものであるというのは間違っている。新生は、新生であり、聖
霊のバプテスマは、聖霊のバプテスマであると彼らは解釈する。 

4. 使徒の働き19:1‒7 

バプテスマのヨハネの弟子たちはすでに救われていたがパウロによって聖霊を受け
た。ここでも使徒８章と同じく、聖霊のバプテスマと救いが区分されていることが分
かると彼らは説明する。 

カリスマ派の多くは、使徒の働きとその他の新約書簡（特にパウロ書簡）を内容の違う
ものであると解釈してきた。カリスマ派の歴史を通して困難であり、今でも彼らが苦労して
いることは、聖書を通してみることのできる教え（特にパウロ神学）の中に、彼らの持つ聖
霊のバプテスマに関する教理をサポートする記述を見いだすことだ。しかし近年のカリスマ
的神学体系の発展とともに、ルカの記した本とパウロ書簡の上に、神学的共通点を見いだし
ている。特に彼らが強調することは、ルカの叙述的表現の中に、パウロとは別の角度からの
聖霊学を見いだす鍵があるというものである。また彼らはパウロ神学上に見る否カリスマ的
教理に対して、様々な説明を加えることによって、パウロは彼らの支持している教理を否定
していないと言っている7。 

5. ヨハネ14:16‒17 

ペンテコステ的バプテスマの体験をしたことのないクリスチャンは、聖霊の絶対的
内住を感じることができない。この体験以前、聖霊はクリスチャンとともに、または

                                                
7 これは特に１コリント 12:13 に対する解釈の中に見られる。彼らは、ここでパウロが言っていることは必ずしも彼らの聖霊のバプテスマに関する教理を否定するも

のではないと説明している（Oss, Four Views, 257-260）。 



組織神学Ⅱ 付録１ :: 聖霊のバプテスマ 

44 

クリスチャンの上で働くのであって、まだ、クリスチャンの内側ではない。聖霊のバ
プテスマによって初めて聖霊が内住し、これによってクリスチャン生活は完全なもの
となると彼らは説く。 

結論としてここであげられることは、彼らの見解では、新生の時に十分なことが起こっ
ていないため、聖霊のバプテスマによって新生時に足りないものを満たされる必要があると
いうものである。その結果、聖霊のバプテスマを受けなければ聖霊の永続的で個人的な内住
にある働きを経験できないのだ。聖霊のバプテスマを受けた者は、それゆえに聖霊の完全な
働きを体験しているクリスチャンは、より祝福を受けた、よりすぐれたクリスチャンだとい
うことになる。 

C. 聖霊のバプテスマを受けた証拠 

人は何を持って、聖霊のバプテスマを受けたということを証明することができるだろう
か。この問いに一般的にカリスマ派の人たちは「異言を語ることによって証明される」と答
える。このような見解に達するのは、次の箇所が主なる原因となっている。 

1. 使徒の働き2:1‒4 

ペンテコステでの出来事が、聖霊のバプテスマに関する唯一の権威あるパターンで
ある。ここで使徒たちが異言で語りだしたように、すべてのクリスチャンが聖霊のバ
プテスマを受けたとき異言を語るのである。 

2. 使徒の働き10:44‒46 

ここでルカが記録していることは、ペテロと同行していたユダヤ人信徒達が、異邦
人であるコルネリオとその家の者たちにも聖霊の賜物が注がれたことに驚いたという
ことである。彼らにも聖霊の賜物が注がれたということは、彼らが異言を語ることに
よって認められたのだとルカは記録している。 

3. 使徒の働き19:1‒6 

すでに救われていた弟子たちが、パウロに手をおかれ祈られることによって聖霊の
バプテスマを受け、異言で語り始めた。 

彼らがこれらの箇所から導き出した結論は、「聖霊のバプテスマは異言を伴うものなの
だ」ということだった。「もし異言を語ることがペンテコステの日だけのしるしとであるな
らば疑問も残ったかもしれないが、使徒の働きを通して同じ体験をする人達がいる事実を見
れば、ペンテコステの出来事が歴史的なものではなく、パターンだったと見るべきであろ
う」と判断したのだ。現在でも、ペンテコステ派の多くはこの考え方を持っている。カリス
マ派の神学者たちは、叙述的解釈という言葉を用いてこのように異言と聖霊のバプテスマと
の関係を解釈する。「叙述的書物の中で繰り返し同じ現象が書かれるということは、特定の
目的を持ってなされるものである。それは読んでいる者たちに出来事の起源、認証、同じ体
験、そして基盤となる特徴を知らせるためなのである。（中略）つまり聖書的な叙述は私た
ちにどのように生き、どのように聖霊の臨在を経験するのかなどを知らせることを目的とし
ているのである。 8」 

D. 聖霊のバプテスマを受ける条件 

カリスマ派の教師達は聖霊のバプテスマを受ける条件として、クリスチャン一人一人が
切に求める必要があると教える。パット・ロバートソンという著名なカリスマ派の教師は、
どのように聖霊のバプテスマを受けるのかという問いにこう答えている。 

                                                
8 同上、261-62. 
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「この祝福を受けるためにあなたはたくさんのことをしなければなりません。まず、あ
なたは救われなければなりません。（中略）次にしなければならないことは、求めることで
す。（中略）三番目は、自分を明け渡すこと。（中略）四番目は、聖霊に従う決心がしっか
りできていること。（中略）五番目は、信じること、つまりもしあなたが求めるなら、あな
たはそれを受けるということを信じるのです。（中略）そして最後に、あなたが神に与えら
れているものを用いることが必要なのです。」 

他の教師達は条件として、従順、祈り、悔い改め、謙遜、罪のない歩み、清さ、委ね、
自らを無とすること、全てを捨てること、完全に神のために捧げていること、捨てること、
信仰、など多くのものをあげている9。ここには信徒による多くの努力、犠牲というものが
含まれているが、これらの条件と同時に、カリスマ派の教師達は聖霊のバプテスマは神から
の賜物だという。 

 

II. 聖書的聖霊のバプテスマ 
A. 聖霊のバプテスマとは（定義） 

マッカーサー師は聖霊のバプテスマを「信者をキリストとの生きた交わりに入れ
る・・・聖霊が私たちを浸すことで、共通の生の原則を与える・・・私たちを他のキリスト
にある全信者と結合し、キリストのからだの一部にする・・・全信者を一つにする10」と言
っている。他の神学者も同様に、「信者をキリストと他のキリスト者達と結び合わせ、キリ
ストのからだの一部とする聖霊の働き11」などと定義している。これはコリント第一の手紙
12 章から導き出される定義である。聖書はこの聖霊によるバプテスマがすべての信徒に与
えられているものであることを以下の箇所ではっきりと教えている。 

★ １コリント12:13 -- すべての信徒（「私たちはみな」）が「ひとつのからだとなる
ように」バプテスマを受けている。 

★ エペソ4:5 -- ｢召された者」は一つのバプテスマを受けている。 

★ マタイ3:11‒12 -- この文脈では「聖霊と火のパプテスマ」は救いと裁きを指してい
る。救われる者は聖霊のバプテスマを受けているのである 

★ ローマ 8:9 -- 「キリストの御霊を持たない人は、キリストのものではありませ
ん。」というパウロの言葉は、聖霊のバプテスマを通して起こる聖霊の内住がすべ
てのクリスチャンの経験であることを現している 

★ エペソ 1:3 -- パウロは「すべての霊的祝福をもって」神が私たちを祝してくださっ
ていると言う。これは救われた者が霊的な祝福に欠落していないことを明言してい
る。その祝福の最たるものの一つということができる聖霊のバプテスマがすでに与
えられているものであるのは間違いのないことである。 

これらの箇所から私たちが導き出すことのできる定義は、「聖霊のバプテスマとは人が
救われたときに一度だけ起こるものであり、これによって人はキリストのからだに加えられ
る」というものである。聖霊はすべてのクリスチャンに内住し、聖霊に満たされることによ
って、聖霊の実を生みだすようになるのである。 

                                                
9 Cf. John MacArthur, Charismatics: A Doctrinal Perspective (Grand Rapids, MI: Zondervan Publishing House, 1978), 119. 

10 『混迷の中のキリスト教』、百七十九頁。 

11 Paul Enns, The Moody Handbook of Theology (Chicago, IL: Moody Press, 1989), 266. 
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B. 使徒の働きから見る聖霊のバプテスマ（カリスマ的見解への答え） 

上記の定義をした私たちに対して、カリスマ派の人々は、「では、使徒の働きで起こっ
ていた出来事をどのように説明するのか」と反論する。そこで使徒の働きにおいてルカは聖
霊のバプテスマが救いと同時に起こるものではなく、すでに救われた者に欠けているものを
加えるために与えられていると教えているのかを私たちは考えなくてはならない。聖書が一
貫した教えをなしていると考える以上、ルカもパウロが語る聖霊のバプテスマ論を持ってい
るべきであり、またそれを記しているはずである。カリスマ派が訴える箇所に焦点を当て
て、ルカの記述を注意深く見てみよう。 

1. 使徒の働き2:1‒4 

この箇所を見て分かることは、弟子たちがペンテコステ前に聖霊のバプテスマを受
けていなかったということである（ヨハネ20:21-22, 26; 使徒 1:4; ヨハネ 14:16; 使
徒 1:8; ヨハネ 7:39; ヨハネ 16:7 参照）。これに関しては、私たちもカリスマ派の意
見に賛同することができる。ただ問題はペンテコステまで弟子達が救われていながら
も聖霊のバプテスマを受けることがなかったことを、新約時代において共通して起こ
るべき型として考えるべきなのかということである。カリスマ派は、これが現代も続
く型であると考える。しかしルカは、このことを常に継続していく型として描くこと
をしていない。むしろ使徒の働きを通して見ることのできる事実は、ペンテコステで
起こったことが、特別な出来事であったということである。弟子達はペンテコステの
出来事以前、確かに救われていたが聖霊の内住を受けてはいなかった。聖霊が与えら
れる約束を彼らはイエスから得ていたが、実際に聖霊が与えられていたかといえば、
その答えは否なのである12。福音書、使徒の働き一章を見たときに私たちが知ること
は、弟子達は聖霊を全く受けていなかった（新約時代の聖霊の働きとして受けていな
かった）ということである。イエスは弟子達にこの新しい聖霊の働きである内住を約
束され、その成就が初めてペンテコステの日に起こったのだ。このペンテコステの日
に、初めて教会が誕生し、この日に初めて聖霊の恒常的（永続的）内住というものが
起こるようになった。確かに旧約時代においても聖霊は人々の中で偉大なる業をなし
てきた。しかし新約的な聖霊の内住というものは、ペンテコステの日に始まった新し
い祝福なのである。このペンテコステでの出来事以前は、聖霊は旧約時代的働きをし
ていた。そして弟子達もこの日以前は旧約時代の聖徒らと同じように聖霊の恒常的内
住のない信者だったのである。つまりこの日の出来事は新約と、旧約の時代の転換期
にのみ起こった特殊な出来事と言えるのだ。 

2. 使徒の働き8:14‒17 

サマリヤ人たちがキリストの名によって水のバプテスマを受けていたにも関わら
ず、パウロとヨハネが来るまで聖霊を受けていなかった理由も、彼らが転換期にいた
というところにある（エペソ 2:14‒15 参照）。確かにここでは、カリスマ派が主張す
るように、救いがあって、そして聖霊が与えられている。しかし、これはユダヤ人の
クリスチャンたちが教会の中にサマリヤ人も入れられていることを認識し、サマリヤ
人たちもユダヤ人の使徒たちが、神から権威を受けているものであるということを理
解する必要があったためである。興味深いのは16節で使われている「まだ」という言
葉である。この言葉は「まだ起こっていない」と言っているだけでなく、「起こるべ
きだがまだ起こっていない」と言うことを示している。起こるべきこと（聖霊のバプ
テスマ）がすぐに起こらなかったのは、「そこにいた全員が二つの教会はない」とい

                                                
12 詳しい理由は『混迷の中のキリスト教』、百六十六−百六十七頁に書かれている。 
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うことを知るためであり、「［教会は］同じ使徒の権威のもとに同じ聖霊をともない
一つのみ」であることを知るためだったのである13。 

3. 使徒の働き10:44‒48 

ここも８章同様、神が異邦人をも救われるという証明をされているところである。
ユダヤ人たちは、自分たちだけが神の恵みに預かるものであると考えていたが、神の
計画は、すべての人がこの救いを受け、教会に加えられることであった。ペテロの告
白の中でも、このことは明白である（使徒11:15‒17）。 

4. 使徒の働き19:1‒7 

エペソでパウロが出会った信者たちは、旧約の信者であった。彼らが持っていた信
仰は、バプテスマのヨハネが教えていたものであって、それはメシヤ到来を預言する
ものであった。パウロは彼らに手をおくことによって、使徒の権威を示し、また彼ら
は、異言を語ることによって教会に加えられたことを証明された。これもまた、旧約
から新約時代への転換期に起こった特別な出来事である。 

カリスマ派が言うように信仰をすでに持ち、救われている者に聖霊のバプテスマが与え
られる箇所が使徒の働きの中にあることを私たちも認める。しかし、それが現在も続くパタ
ーンであるという彼らの見解は容認することのできない教えである。聖霊のバプテスマに関
する記事は使徒の働きでも上記の４カ所しか出てこない。しかもその内容を見たときにこれ
らの出来事が、型として全てのクリスチャンに適用されるべきものであるというのは、あま
りにも突飛な意見であるとしか言いようがない。ルカの叙述的記述に答えを見いだそうとす
るカリスマ派の意見を紹介したが、これも聖書解釈学上、受け入れがたい解釈の方法であ
る。使徒の働きを注意深く見るとき、カリスマ派が求め、期待する解答は出てこない。聖霊
のバプテスマは、救いの後に起こる体験ではなく、それを体験することによって、よりすぐ
れたクリスチャンになるわけでもない。ルカが語る聖霊のバプテスマは、聖霊によって全て
の信者が一つの教会に付け加えられることをもたらすものであるということだ。 

C. 聖霊のバプテスマを受けた証拠と言われる異言に関して 

カリスマ派（特にペンテコステ派）の教えは、聖霊のバプテスマを受けた証拠として、
クリスチャンは異言を語るようになるというものである。しかし彼らが言うように、異言を
語ることが聖霊を受けた証拠としてのしるしであると聖書は教えていない。 

1. I コリント14:22 

異言がなぜ与えられているのかということを知るために、もっとも中心となる聖句
がこの箇所である。ここでパウロは、はっきりと異言が未信者のためのしるしである
と言っている。異言が与えられたのは、信者が聖霊のバプテスマ、第二の祝福を受け
たことを証明するためではないのである。 

2. I コリント12:13 vs. 12:30 

13 節でパウロは、すべてのクリスチャンは聖霊のバプテスマを受けることによっ
てキリストのからだに加えられていると言っている。つまりすべてのクリスチャンが
聖霊のバプテスマを受けているのだが、30 節を見ると、すべてのクリスチャンが異言
を語るのではないことを知ることができる。仮に、カリスマ派の教えが正しく、すべ
てのクリスチャンが聖霊のバプテスマを受けていなかったとしても、バプテスマを受

                                                
13 『混迷の中のキリスト教』、百七十二頁。 
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けたクリスチャンが必ずしも異言を語らないということはこの箇所から明らかであ
る。 

3. 使徒の働き 

使徒の働きを通して、多くの人々が救われているのを見受けることができる。しか
し、異言を語った人たちの記事は上記の限られた箇所だけである。異言を語らなくて
も聖霊の賜物を受けた人の記事も出てくる。ルカは使徒の働きにおいて、異言が聖霊
のバプテスマを受けた証拠であると記してはいない。実際に起こった出来事を記録す
る中で、ペンテコステの日に弟子達が異言を語り、異邦人が異言を語ったことを描写
するが、それが今日にも続く聖霊を受けた証拠であると体系的に教えることはしてい
ない。 

もし実際に異言を語ることによって、聖霊のバプテスマを受けているかいないかが判断
されるのならば、多くのクリスチャンは聖霊のバプテスマを受けていないということにな
る。歴史上の偉大なクリスチャン達、聖霊の力によって変えられ、御霊の実を生み出しつ
つ、キリストに似た者として歩んできた信仰の勇者達は、聖霊の完全なる内住なくそのよう
な歩みをなしてきたということになる。しかし今まで見てきたように、聖霊のバプテスマは
すべてのクリスチャンが救われたときに、すべてのクリスチャンに起こることである。そし
て異言と聖霊のバプテスマの関係は証拠というものではなく、聖霊を受けることによって与
えられた御霊の賜物の一つであるというものなのだ。それは、他の賜物と同等の、御霊の働
きの一つなのである。 

III. まとめ 
聖書を熟考し、聖霊のバプテスマに関する正しい解釈をしていくとき、私たちはカリスマ派の

聖霊学に問題を見いだすようになる。聖霊のバプテスマは、彼らが主張するような、救われた後
に起こる、第二の祝福的なものではなく、またこれを受けることによって特別な力や聖霊の臨在
を得るようになるものではない。多くの場合、このような混乱は、聖霊のバプテスマと聖霊の満
たしを混同してしまっていることに基づいている14。聖霊のバプテスマに関するカリスマ派の見解
は、キリスト教会の中にあって多くの危険を生み出してきた。人々は「受けた者」と「受けてい
ない者」に分類され、すぐにでも聖霊のバプテスマを受けることがなければ、まるで役に立つこ
とのできない者のように考えられる。教会の中にあっては、バプテスマを受けていない人々のた
めの熱心な祈りが繰り返され、受けなければならない、異言を語れるようにならなければならな
いというプレッシャーが増してくる。いつまでたってもこのような体験をしない人に対して、カ
リスマ派の教師達は、その人達に罪があるように人々を責め、聖霊のバプテスマを受けることが
できないことを不幸であり、不従順の結果であると講壇から語る。彼らは、たとえ聖書がこのよ
うな聖霊のバプテスマを教えていないと責められても、「体験していることを否定することはで
きない」という反論を私たちにする。なぜならば彼らの体験したことの方が、聖書が語っている
ことよりも正しく、彼らの教えが批判され、彼ら自身が否定されることは許されないことだから
である。このような体験主義的真理探究が私たちに与える影響は大きい。また、この体験主義が
カリスマ派をここまで成長させた大きな原因の一つでもある。 

                                                
14 『混迷の中のキリスト教』、百八十二−百八十三頁参照。 


